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近畿地方整備局
事業評価監視委員会

平成26年度第3回

一般国道42号

冷 水 拡 幅
し み ず

平 成 2 6 年 1 1 月
近 畿 地 方 整 備 局

【再評価】
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あ り だ か い な ん



海南IC

みのしま

はつしま

しもつ

かもごう

しみずうら

有田市

海南市

下津港

阪和自動車道

下津IC至 広川町

（
起
）
和
歌
山
県
有
田
市
野

あ
り
だ

の

（
終
起
）
和
歌
山
県
海
南
市
冷
水

か
い
な
ん

し
み
ず

至 南紀田辺IC

至
和
歌
山
市

有田海南道路 延長9.4km
あ り だ か い な ん

（
終
）
和
歌
山
県
海
南
市
藤
白

か
い
な
ん

ふ
じ
し
ろ

冷水拡幅 延長1.1km
し み ず

事業の概要、進捗状況

■交通混雑の緩和・所要時間の短縮

■交通安全の確保

■災害時における交通の確保

■交通車両制限区間の解除

１．事業の概要
事業の目的 位置図 標準断面図

【単位：ｍ】
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一般国道42号 有田海南道路
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●冷水拡幅 土工部

●有田海南道路 土工部
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【冷水拡幅】 【有田海南道路】
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道路延長 1.1km 9.4km

構造規格 第3種第2級 第3種第2級

設計速度 60km/h 60km/h

車 線 数 4車線 2車線

標準幅員 21.25m 8.5m～16.75m

計画交通量 20,100台/日 10,100台/日

全体事業費 49億円 359億円

事 業 化 平成19年度 平成20年度

都市計画決定 平成20年3月 平成20年3月

用地着手 平成21年度 平成23年度

工事着手 平成23年度 -

事業進捗率
約24％

（平成26年3月末現在）
約3％

（平成26年3月末現在）

用地取得率 約32％（面積ベース：同上） 約１％（面積ベース：同上）

区間



再評価の視点
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一般国道42号 冷水拡幅

現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

■交通量に大きな変化がなく、
　 交通容量を大きく超過。
■年平均１０件を超える事故が発生

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変
化がないため算出を省略

前回
全体　 Ｂ／Ｃ　１．４
残事業Ｂ／Ｃ　１．９

４）地域における計画等
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）　　 ２４％
用地取得率（面積）　３２％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など
引き続き検討

再評価の視点



事業の進捗の見込みの視点
１）事業の進捗状況

平成２６年度事業内容
・現在、用地買収、改良工事を実施しています。
進捗状況
・平成２５年度末までの進捗は、用地進捗率約３２％（面積ベース）、事業進捗率約２４％（事業費ベース）です。
事業進捗上の課題
・大きな課題はありません。

２）今後の事業スケジュール等
・引き続き事業を推進し、早期の供用を目指します。

凡例
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再評価の視点
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一般国道42号 有田海南道路

現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

■依然として混雑しており、渋滞が発生
■津波浸水被害発生時等の避難路
　 としての必要性に変化なし

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変
化がないため算出を省略

前回
全体　 Ｂ／Ｃ　１．６
残事業Ｂ／Ｃ　１．７

４）地域における計画等
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）　　 　３％
用地取得率（面積）　　１％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など
引き続き検討

再評価の視点



事業の進捗の見込みの視点
１）事業の進捗状況

平成２６年度事業内容
・現在、用地買収、道路設計等を実施しています。
進捗状況
・平成２５年度末までの進捗は、用地進捗率約１％（面積ベース）、事業進捗率約３％（事業費ベース）です。
事業進捗上の課題
・大きな課題はありません。

２）今後の事業スケジュール等
・引き続き事業を推進し、早期の供用を目指します。

凡例
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海南IC

みのしま

はつしま

しもつ

かもごう

しみずうら有田市 海南市

下津港

阪和自動車道

下津IC

至 広川町

（
起
）
和
歌
山
県
有
田
市
野

あ
り
だ

（
終
）
和
歌
山
県
海
南
市
冷
水

か
い
な
ん

し
み
ず

至 南紀田辺IC

至

和
歌
山
市

有田海南道路 延長9.4km
あ り だ か い な ん

和
歌
山
県
海
南
市
藤
白

か
い
な
ん

ふ
じ
し
ろ

冷水拡幅 延長1.1km

し み ず

至
和
歌
山
IC

かいなん

くろえ

の

海南東IC 5



関係自治体の意見
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■和歌山県知事 平成26年11月8日 県総 第401号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に
係る意見照会について（回答）

一般国道42号 冷水拡幅
一般国道42号 有田海南道路

一般国道４２号冷水拡幅

一般国道４２号有田海南道路

国道42号有田海南道路は、国道42号の渋滞解消や交通事故の減少を図るとともに、有田

市及び海南市の生活圏の連携強化により地域の活性化に資する道路であります。

また、国道42号の現道は南海トラフの巨大地震などによる津波で浸水することが想定され

ており、大規模地震への備えとして整備が必要であり、対応方針(原案)のとおり、事業継

続が妥当と考えます。

なお、事業着手から６年が経過しており、早期に用地買収を進め、工事に着手できるよう

お願いします。

国道42号冷水拡幅は、国道42号有田海南道路と合わせ、国道42号の渋滞解消や交通事故の

減少を図るとともに、有田市及び海南市の生活圏の連携強化により地域の活性化に資する道路

であることから整備が必要であり、対応方針(原案)のとおり、事業継続が妥当と考えます。

なお、事業着手から７年が経過しており、早期に用地買収を進め、工事に着手できるようお願い

します。



対応方針（原案）
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事 業 継 続

冷水拡幅及び有田海南道路は、事業の必要性等に関

する視点に変更はなく、事業の進捗の見込みの視点

から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すこと

が適切である。

し み ず

一般国道42号 冷水拡幅
一般国道42号 有田海南道路
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